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　近年、AI、IoT、ビッグデータ、先進ロボット、３D 成形、先端ナノ材料、遺伝子工学などのエマー
ジングテクノロジーが急速に発展しており、第四次産業革命の始まりとも言われています。
　当社ビジネスの基盤である自動車産業に於いても、EV・PHV などの電動化、自動運転やカー
シェアリングの台頭と 100 年に１度の大きな変革の時代を迎えており、当面のグローバルな
事業競争力の強化への対応と共に、将来の大きな事業変化に対処すべく新規事業創出・新製
品開発が大きな経営課題となっています。
　この荒波を乗り越えるためには、研究開発やイノベーションによる新たな価値創出が不可欠
ですが、一方では取り組むべき研究開発領域の拡大や高度化、及び製品開発やライフサイク
ルの短期化が進んでおり、1 社単独の自前主義ではスピーディーな研究開発を行うことは難し
くなってきていることから、オープンイノベーションの取り組みが注目されています。オープンイ
ノベーションとは「企業内部と外部のアイデアを有機的に結合させ、価値を創造すること」で
すが、究極的な目的は、「顧客に、自社だけでは成し得なかった、これまでに無いより良い製品・
サービスを、より速く、適切な価格で届ける」ことにあります。勿論、企業としては、どこを
コア領域として自社の強みを追求し、どの部分はオープンにして Win-Win の関係を構築する
か戦略的に進めていく必要がありますが、共創を進める上では「顧客目線で新たな価値を創
出する」観点で、その志を共有して創発活動ができるかが大事だと思います。その為には、目
的と解決すべき課題の探求（HowではなくWhat）が重要になると思います。またイノベーショ
ンは「新結合」から生まれると言われていますので、「安住できるいつもの村」からはみ出して、
異なる技術や価値観、人に接することで、新たな気付きや発見につながることが期待できる
と思います。
　セラミックスを始めとする材料分野は、世界的にも日本が強い領域と言われています。新
素材は常にブレイクスルーが期待されるエマージングテクノロジーの 1 つです。この強い材料
技術を活かして、より革新的で高付加価値の材料や製品を開発し価値提案していくことが、
日本の進むべき道の１つと考えます。材料開発には時間がかかりますが、最先端分析技術や
マテリアルズインフォマティクスを活用した材料研究の加速と、よりコンカレントに製品開発を
行っていかねば、これからの世界的な競争に勝ち残れません。
　このような環境下では JFCC や大学、研究機関が保有する要素技術、基盤技術は益々重要
な意味を持ってくると思います。当社も JFCC 始め大学、各研究機関と技術交流や共同研究
を行わせて戴いていますが、こうした活動の中から新しい発見・発明・共創、更にはより踏み
込んだ関係が構築できることを期待しております。

材料開発と
オープンイノベーション

日本特殊陶業株式会社　執行役員
技術開発本部本部長　小島　多喜男
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事業報告

　理事会、評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

　平成 29 年 6 月 13 日開催の評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。

「理事会」「評議員会」の開催

役員の異動

○第 15回理事会

１．評議員

○第 8回評議員会

　日　時　平成２９年５月２４日（水）１６：００～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２８年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第８回評議員会の開催について
　　　　 ［研究紹介］
　　　　　「化学エッチングによる単結晶の欠陥構造評価」
　　　　　「電子線ホログラフィーによる高密度電子層の可視化」

　　◆　庄山　悦彦　　（株）日立製作所　名誉相談役
　　◇　岡本　一雄　　トヨタ自動車（株）　顧問
　　◇　柴田　昌治　　日本ガイシ（株）　特別顧問
　　◇　豊田　鐵郎　　( 一社 ) 中部経済連合会　会長
　　◇　水野　明久　　中部電力（株）　代表取締役会長
　　　　青木　　猛　　名古屋市　市民経済局　参事
　　　　安達　宗徳　　名古屋鉄道（株）　土木部長
　　　　油谷　好浩　　（株）東芝　執行役上席常務
　　　　梅村　澄夫　　岐阜県　商工労働部　産業技術課　課長
　　　　大野　　博　　愛知県　産業労働部　技監
　　　　小川　秀樹　　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　尾堂　真一　　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長兼社長
　　　　鴻池　健弘　　（株）村田製作所　執行役員

　日　時　平成２９年６月１３日（火）１６：００～１７：４０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２８年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　３．理事・監事の選任について
　　　　　４．特別顧問・顧問の委嘱について
　　　　　５．理事の報酬総額について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．平成２８年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．平成２９年度事業計画及び予算について
　　　　［研究紹介］
　　　　　「化学エッチングによる単結晶の欠陥構造評価」
　　　　　「電子線ホログラフィーによる高密度電子層の可視化」
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事業報告

２．理事

３．監事

４．特別顧問

５．顧問

　　○　服部　哲夫　　トヨタ自動車東日本（株）　名誉顧問
　　　　伊勢　清貴　　トヨタ自動車（株）　専務役員
　　　　岡部　一彦　　中部電力（株）　専務執行役員
　　　　小川　正樹　　( 一社 ) 中部経済連合会　専務理事
　　　　風尾　幸彦　　（株）東芝　執行役上席常務
　　　　菊野　仁史　　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　小島多喜男　　日本特殊陶業（株）　執行役員
　　　　酒井　　均　　日本ガイシ（株）　執行役員
　　　　吉田　盛厚　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　小澤　　学　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　丹羽　　漸　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　執行理事

　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　神﨑　修三　　( 公財 ) 中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　専務理事

　　　　豊田章一郎　　トヨタ自動車（株）  名誉会長

　　　　飯島　澄男　　名城大学　終身教授
　　　　鵜飼　裕之　　名古屋工業大学　学長
　　　　大橋　正昭　　元ファインセラミックスセンター 　理事長
　　　　岡田　　清　　東京工業大学　理事・副学長
　　　　岸　　輝雄　　東京大学　名誉教授
　　　　塩原　　融　　元 国際超電導産業技術研究センター　超電導工学研究　名誉所長
　　　　瀬谷　博道　　前ファインセラミックスセンター  会長
　　　　立石　　裕　　産業技術総合研究所　中部センター　所長
　　　　種村　　榮　　前ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　　　中村　　浩　　（株）豊田中央研究所　リサーチアドバイザー
　　　　新原　晧一　　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　野嶋　　孝　　元ファインセラミックスセンター  理事長
　　　　平井　敏雄　　元ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長
　　　　牧島　亮男　　北陸先端科学技術大学院大学　名誉教授　シニアプロフェッサー
　　　　松尾　清一　　名古屋大学　総長
　　　　室町　正志　　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　会長

　　　　後藤　光宏　　住友電気工業（株）　アドバンストマテリアル研究所長
　　　　仲川　彰一　　京セラ（株）　総合研究所長
　　　　中川　正弘　　（株）ノリタケカンパニーリミテド　取締役　専務執行役員
　　　　中村　　修　　東邦ガス（株）　代表取締役　副社長執行役員
　　　　丹羽　　健　　三重県　雇用経済部　ものづくり推進課長
　　　　平野　眞一　　名古屋大学　名誉教授　（名古屋大学 元総長）
　　　　平山　正之　　新東工業（株）　代表取締役会長
　　　　矢野　　仁　　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長
　　　　山中　康司　　（株）デンソー　取締役副社長

　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）
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　7 月 7 日（金）東京大学武田先端知ビル、7 月 14 日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、7 月 21 日（金）
梅田スカイビル（スペース 36）にて 2017 年度 JFCC 研究成果発表会を開催しました。
　特別講演 1 件、研究成果ショートプレゼンテーション 14 件、ポスターセッション 38 件を行いました。
　来場者は東京会場 196 名、名古屋会場 241 名、大阪会場 119 名と、多数のご来場をいただきました。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了
できました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画いたします。

第 29 回  2017 年度 JFCC 研究成果発表会の開催

＜特別講演＞
・東京会場
　　　「先端Ｘ線回折が拓く手戻りのない機能性材料開発の現状」

京都大学　大学院工学研究科　教授　　松原英一郎　氏
・名古屋会場
　　　「イオン導電体の物質設計と蓄電デバイスへの展開」

東京工業大学　大学院総合理工学研究科　教授　　菅野　了次　氏
・大阪会場
　　　「超高精細 3D プリンティングによるセラミックス微小構造体の創製と応用」　

横浜国立大学大学院工学研究院　教授　　丸尾　昭二　氏

　４月 5 日（水）～４月 7 日（金）の 3 日間、東京ビッグサイト東ホールで開催された素材から製品、加工機械までの幅
広い業種が集結する第２回高機能セラミックス展に協賛し出展しました。最新技術を幅広く紹介する展示会で、JFCC は
多くの企業様に活用いただける研究成果
と最新機器を用いた試験評価技術と共に
多孔質粒子やレーザー焼結セラミックスな
どの新しい素材を紹介し、興味を持たれ
た様々な業界の方々に来場頂きました。

　7 月 11 日（火）に、JFCC 研修室にて材料計算セミナーを開催しました。このセミナーでは、世界中で広く使われてい
るフォノン計算プログラム「Phonopy，Phono3py」の開発者である、京都大学　学際融合教育研究推進センター　構造
材料元素戦略研究ユニット　東後篤史准教授をお迎えして、「最新の第一原理計
算とその応用」と題して、最新の第一原理計算技術およびそれを応用したフォノン・
格子振動の理論計算に関する講演をいただきました。40 名の参加があり、ディ
スカッションタイムでは活発な質疑応答が行われました。

【第２回高機能セラミックス展】への協賛、出展

第 19 回　ナノ構造研究所　材料計算セミナーの開催
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特許紹介

2016 年度特許登録実績　(2016/4/1 〜 2017/3/31)

単願特許（国内）：４件　【累積保有数：31件】　　共願特許（国内）：21件　【累積保有数：106件】

1

11

21

粒子捕集装置及び噴霧熱分解装置

構造物の歪・応力計測方法及び歪・応力センサ

静電チャック誘電体層および静電チャック

真空断熱材

2011.10.19

2012.12.11

2012.10.15

2012.9.11

2012.9.11

2012.10.26

2013.10.21

2013.3.6

2012.5.14

2013.9.9

2012.11.28

2013.4.26

2012.11.7

2012.11.28

2012.12.26

2014.12.19

2011-229779

2012-270379

2012-228239

2012-199530

2012-199700

2012-237295

2013-218482

2013-043720

2012-110504

2013-186526

2012-259929

2013-094225

2012-245689

2012-259928

2012-283602

2014-523701

2016.4.28

2016.10.28

2016.12.9

2017.2.24

2016.11.4

2016.12.16

2017.2.10

2016.11.4

2017.1.6

2017.2.17

2016.11.18

2017.1.27

2017.3.10

2016.11.25

2017.2.17

2017.3.31

5926920

6029962

6052976

6095922

6032539

6059952

6087784

6033127

6068830

6092741

6042185

6082650

6105900

6047384

6092615

6118800

2

12

22

2012.5.7 2012-105565 2016.5.27 5939882

3

13

23

多層体

窒素酸化物分解材料及びその利用

超硬合金および被覆超硬合金

電極体の製造方法、および、電極体

-

-

中部電力 （株）

日本タングステン （株）
新光電気工業（株）

トレック・ホールディング

LIXIL（株）

トヨタ自動車 （株）

日本タングステン （株）
（株）タンガロイ
日本特殊合金（株）

トヨタ自動車（株）
名古屋大学

国立大学法人 岐阜大学

 （株）豊田自動織機

トヨタ自動車（株）

トヨタ自動車 （株）

（株）タンガロイ

高周波熱練（株）
（株）大同

トヨタ自動車 （株）

中部電力（株）

石油資源開発（株）

関西電力 （株）

2012.6.6 2012-129359 2016.5.27 5940897

4

14

24

- 2010.11.17 2010-257320 2016.6.17 5950494

5

15

25

多孔質シリカ粒子の製造方法及び真空断熱材用
多孔質シリカ粒子 LIXIL（株） 2012.9.11 2012-199531 2016.8.5 5980629

6

16

-

中部電力 （株）

2013.2.28 2013-040110 2016.8.26 5993323

7

17

構造物の歪・応力計測方法及び歪・応力センサ 2012.12.11 2012-270369 2016.9.9 6000837

8

18

国立大学法人 岐阜大学
チノー （株） 2012.7.9 2012-153179 2016.10.7 6014889

9

19

ガス遮蔽用材料 国立大学法人 岐阜大学 2012.9.24 2012-210096 2016.10.14 6019531

10

20

トヨタ自動車 （株） 2013.3.1 2013-040585 2016.10.14 6022972

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

試料の作製方法およびダメージ層除去装置

熱反射材

熱変換部材及び熱変換積層体

酸素吸放出材及びそれを含む排ガス浄化用触媒

撥水表面を有する複合材

セリア - ジルコニア複合酸化物材料の製造方法
及びこの方法によって得られる
セリア - ジルコニア複合酸化物材料

立法晶窒化硼素焼結体および被覆立方晶窒硼素焼結体

アルミニウム層含有包装材からのアルミニウム
回収方法及びそれを用いたアルミニウム回収装置

セリア - ジルコニア複合酸化物材料及びその製造方法

遮熱コーティング用材料

ヘリウムガス分離材及びその製造方法

研磨材料

熱電対

SiC 結晶の検査方法及びそれを用いた
SiC 結晶の製造方法
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レーザーを用いたアルミナの短時間焼結技術
3Dプリンタの基盤技術として層間接合に成功

複雑形状部材、表面機能付与、積層型デバイス　など

謝　辞：本研究は、総合科学技術・イノベーション会議の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）
　　　　「革新的設計生産技術」( 管理法人：NEDO）によって実施したものである

その場脱脂技術との組み合わせで、
緻密な粒子層を高速で作製可能

約 100 ミクロン厚の粒子充填層へのレーザー照射により、
焼結と下地との接合が同時に可能

レーザーを用いたセラミックスの焼結技術は、セラミックス積層造形の基盤となる
技術であるが、厚み数 10 ～数 100 ミクロンの粒子層の焼結では、クラックや変形
が生じやすい

高密度粒子層へのレーザー照射により、酸化物セラミックス（アルミナ）を焼結し、
さらに下地（既焼結層）の上に新たな層を形成・焼結・接合する

レーザーを用いた酸化物セラミックス焼結技術の開発

背 景

目 的

成 果

技術の
ポイント

基礎
研究

期待される適用分野

スラリースプレー技術を新開 レーザー焼結 / 接合プロセスの実証

研究成果

（1）グリーン密度 85％以上の粒子層を形成する乾燥・脱脂法を開発
（2）低吸収のアルミナ粒子層を高効率でレーザー加熱する技術を開発
（3）焼結層の上に新たな粒子層を形成し、レーザー照射により層間が接合する

ことを実証
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ナノ構造研究所　環境電子顕微鏡グループ
佐々木　祐生
　2017 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所　環境電子顕微鏡グループに配属されました、佐々
木祐生と申します。
　修士・博士課程ではグラフェンを用いたバックグラウンドの少ない環境電子顕微鏡技術の開
発を目指し、大面積単一分子単層グラフェンの合成法の確立、新規転写法の開発、有機溶媒を
含めた溶液のグラフェン層間への包摂技術の開発などを行なって参りました。昨年 1 年間は産
業技術総合研究所　ナノ材料研究部門　電子顕微鏡グループに所属し、CREST Triple C プロジェ
クトのソフトマテリアルの透過型電子顕微鏡観察を担当いたしました。主に博士課程で開発し
たグラフェンを利用した液中観察技術を利用して、タンパク質の液中観察を行っていました。
　現在 JFCC では、電池反応のその場観察を目指し予備実験を進めています。電気的な内容を取
り扱うのは学部 1 年生以来の 10 年ぶりであり、新鮮な気持ちで取り組める一方で忘れている・
知らない内容も多く、より一層学ぶことの重要性を痛感しております。
　環境電顕の分野で（分野は何でも良いですが）世界を牽引し、「Nagoya」、「JFCC」を全世界
共通語にするべく精進して参ります。まだまだ不勉強で至らぬ点も多々あるかと思いますので、
折に触れてご教授を賜りますようお願い申し上げます。

職員紹介

研究企画部　　鈴木　寛

研究企画部　　服部　昌晃

　2017 年 4 月 1 日付けでトヨタ自動車株式会社からの出向にて研究企画部へ配属となりました、
出戻り出向の鈴木寛です。1995 年 3 月に JFCC 出向から JFCC 拠点の NEDO シナジーセラミッ
クスプロジェクトへの横滑り出向、1999 年 3 月に出向元へ戻り、今回、18年ぶりに再び JFCC
へ、出戻り出向です。
　かつて若い頃には JFCC の皆さんに TEM を中心に微構造観察技術および当時最先端の分子シ
ミュレーション技術を懇切丁寧に教わりました。また、多くの議論もさせていただきました。
　そして今 18 年ぶりの再出向ですが、世界 TOP の微構造観察、材料計算技術に加えて、プロ
セス技術、実験評価技術をもって再び一緒にお仕事をさせていただけることにたいへんなプレッ
シャーを感じており、また、期待もしております。これら JFCC の世界最先端技術が少しでも世
界中の技術の発展に貢献できるよう研究企画部にて協力させていただきます。
　気持ちだけは実年齢よりも若いつもりでいますので仕事にもプライベートにも元気はつらつ
で取り組みたいと思っております。気軽にお声かけください。よろしくお願いします。

　2017 年 4 月 1 日付けで日本特殊陶業株式会社より出向して参りました服部昌晃と申します。
出向元の日特におきましては、1984 年に入社後、研究部 ( 現在の技術開発本部 ) に配属され、
医療用セラミックス製品その他の開発業務等に従事し、2011 年からは知的財産関連の業務に携
わって参りました。セラミックス製人工骨の臨床治験で初めて手術に立ち会わせて戴いたとき
等は、驚き、興味、不安や期待等でとても印象深いものでした。
　現在 JFCC では主に知的財産関連を担当しております。微力ですが、JFCC の技術力、発想力
から生まれる知的財産に貢献できるよう尽力して参りますので ､ ご指導ご鞭撻の程宜しくお願
い致します。
　プライベートでは、動植物観賞（特に魚類）に興味があり、昼の休憩時には JFCC 前の神宮東
公園等を歩き回り、健康維持の目的の傍ら種々の動植物を観て楽しんでいます。４月の公園の
桜は大変素晴らしいですし、池の周りの鴨の集団昼寝や亀のカップル日光浴には癒やしを感じ
ます。また家では 120cm を筆頭に複数の水槽で熱帯魚等を飼育・観賞しています。
　今後も新しい環境で仕事や趣味の幅を広げていきたいと思いますので、皆さんどうぞ宜しく
お願い致します。

の動きJFCC

平成２９年６月１３日付
　執行理事就任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山　司

平成２９年６月３０日付
　出向元復帰
　　事務局　人事グループ　グループ長　課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小西　彰（中部電力株式会社）

平成２９年７月１日付
　出向受入
　　事務局　人事グループ　グループ長　課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森重　淳（中部電力株式会社）

人の動き
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　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第２回関西高機能セラミックス展を協賛します。さらに、新たな
ニーズを求める展示も行い、主に西日本の企業の皆様に新たなイノベーションを提案致します。ご来場をお待ちしています。

【第２回高機能セラミックス展～セラミックスジャパン～】の協賛、出展予定

事業案内

の動きJFCC

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演いただきます。多数の皆様がご参加下さいますよう ご案内申し上
げます。（詳細については決まり次第 JFCC ホームページにてお知らせ致します）
日時　　2017 年 10 月 13 日（金）13：00 ～ 17：00
会場　　愛知県産業労働センター（ウインクあいち）　５F 小ホール

ファインセラミックスシンポジウム 2017 開催のご案内

○文部科学省
　科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞
　受賞日　　2017 年 4 月 19 日
　受賞者   　田中 功（JFCC 客員主管研究員／京都大学）
　受賞題目　第一原理計算に基づいた材料探索に関する研究

○文部科学省
　科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞
　受賞日　　2017 年 4 月 19 日
　受賞者　　楠　美智子（JFCC 客員研究員／名古屋大学）
　受賞題目　炭化物表面分解による新規ナノカーボン構造の創製と
　　　　　　物性研究

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 42 回学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　2017 年 5 月 17 日
　受賞者　　小林　俊介
　　　　　　クレイグ・フィッシャー
　　　　　　加藤　丈晴
　　　　　　平山　司
　　　　　　右京　良雄（京都大学）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　受賞題目   リチウムイオン二次電池オリビン正極材料の
　　　　　　最表面再構成構造

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 42 回学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　2017 年 5 月 17 日
　受賞者　　東　拓磨（東京大学）
　　　　　　石川　亮（東京大学）
　　　　　　柴田　直哉（JFCC 客員研究員／東京大学）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　　　　　　木村　禎一
　　　　　　幾原　裕美
　受賞題目　（La,Li)TiO3 多結晶体におけるΣ 5[001]/（130）傾角
　　　　　　粒界の原子構造

○公益社団法人日本材料学会
　平成２８年度論文賞
　受賞日　　2017 年 5 月 27 日
　受賞者　　田中　誠、　松平　恒昭、　和田　匡史、　北岡　諭
　　　　　　吉田　道之（岐阜大学）
　　　　　　櫻田　修（岐阜大学）
　　　　　　香川　豊（東京大学）
　受賞題目　耐環境性に優れた輻射熱反射保護膜の構造設計

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　受賞日　　2017 年 5 月 31 日
　受賞者　　松田　哲志
　　　　　　松原　秀彰（JFCC 客員主管研究員／東北大学）
　受賞題目　モリブデン，タングステンを含むチタン炭窒化物の
　　　　　　熱伝導率と電気伝導率

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　第 73 回記念学術講演会　優秀ポスター賞
　受賞日　　2017 年 5 月 31 日
　受賞者　　小林　俊介、　加藤　丈晴
　　　　　　井上　和俊（東北大学）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　　　　　　山本　剛久（JFCC 客員研究員／名古屋大学）
　受賞題目 　BaTiO3 薄膜の界面近傍におけるドメイン構造解析  

○公益社団法人日本セラミックス協会
　論文総説賞
　受賞日　　2017 年 6 月 2 日
　受賞者　　北岡　諭
　受賞題目　Mass Transfer in Polycrystalline Alumina under
　　　　　　Oxygen Potential Gradients at High Temperatures

○公益社団法人日本セラミックス協会
　学術賞
　受賞日　　2017 年 6 月 2 日
　受賞者   　松永　克志（JFCC 客員研究員／名古屋大学）
　受賞題目   セラミックスのナノ構造と特性に関する理論解析

○フルラス・岡崎記念会
　岡崎清功労賞
　受賞日　　2017 年 6 月 22 日
　受賞者　　髙田　雅介

　　　　　　表　彰

 ● 開催日時：2017 年 9 月 20 日 ( 水 ) ～22 日 ( 金 )
 ● 開催会場：インテックス大阪

 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会


